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平成３０年７月豪雨

様々な要因

気象庁報道発表資料

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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ここで気になるのは、地球温暖化の影響

○ 地球温暖化が今回の豪雨の
直接の要因か？

○ 地球温暖化が今回の豪雨に
何らか寄与したのか？

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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０度～0.5度？ 0.5度～１度？
１度～1.5度？ 1.5度～２度？ ２度以上？
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（近年に限ると＋１度近く上昇）

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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（都市化の影響が小さい15観測地点）
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過去の観測データから分かること

日降水量100ミリ以上の日数や、非常に激しい
雨（50mm/h以上) の回数は増加傾向

ただし、

 観測データは年々変動が大きい。

 観測は統計的な有意性(信頼性)を示していても、
過去の降水量の変化が地球温暖化の影響と直
結するわけではない。

 数値シミュレーションの力を借りる
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２つの取り組み

１．実際に起こった豪雨(H30年7月豪雨)

に対して、地球温暖化がどの程度
影響したのか？

２．地球温暖化が、豪雨の頻度を
どの程度変化させたか？

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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事例ベースアプローチ
（Event based approach）

頻度ベースアプローチ
（Frequency based approach）
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～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

取り組み方

１．高解像度の気象モデル(5km格子)*を用いて
平成30年7月豪雨を再現する。

２．近年の気温上昇量を除去したうえで、気象
モデルを用いて平成30年7月豪雨を再現する。

３．１と２を比較し、平成30年7月豪雨に対する
温暖化の影響（降水量の差）を調べる。

*気象モデル: 天気予報でも用いられるツール。気象研究所の地域気候モデルを使用。
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～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

6月28日～7月8日
総降水量

５km気象モデルによる再現実験

気象モデル

269.6mm

観測（解析雨量）

357.0mm

陸域平均

観測（解析雨量）
6月28日～7月8日

西日本や岐阜の大雨をよく再現
（九州北部や山陰で過小評価）

(mm)
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日本周辺の夏季平均気温（地上付近）の年々変動

1000hPa気温
120E‐145E、30N‐40Nで平均

～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

約0.8度*
上昇

上空の気温、
海面水温も
同様に算出

気温・水温上昇
分を除いて実験
(大気の流れは同じ)

気
温

（
度

）

年

気象庁55年長期再解析(JRA-55)
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1980
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H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

気象庁55年長期再解析(JRA-55) 900hPa

気
温
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2018年7月6日（9時）の気温 (上空約1000m)



2018年11月10日 13 地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨

～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

気象庁55年長期再解析(JRA-55) 900hPa

気
温

（
度

）
2018年7月6日（9時）の気温 (上空約1000m)気温上昇分

を除去



再現実験
269.6mm

除去実験
252.1mm

陸域平均

～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

6月28日～7月8日
総降水量

気温上昇分を除した実験

陸域平均降水量の変化
-17.5mm(約７%) 再現実験
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(mm)

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨



5kmの計算開始日をずらした５つの実験

計算
開始日

解析雨量
(mm)

2018年7月
再現実験(mm)

気温上昇
除去実験(mm)

変化率
(除去実験比)

6/23

357.0

268.7 253.7 +5.9%
6/24 267.3 251.4 +6.3%

6/25 269.6 252.1 +6.9%
6/26 265.9 252.1 +5.4%
6/27 268.1 252.1 +6.3%

平均 357.0 267.9 252.3 +6.2%

※正の値は、再現実験で
気温上昇除去実験より、
降水量が多いことを示す。

陸上
のみ

～事例ベースアプローチ～

H30年7月豪雨に温暖化がどの程度寄与したか？

近年の気温上昇が、今回の豪雨の降水
量を6%程度かさ上げした可能性がある

期間積算した陸域平均降水量（6/28-7/8）
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２つの取り組み

１．実際に起こった豪雨(H30年7月豪雨)

に対して、地球温暖化がどの程度
影響したのか？

２．地球温暖化が、豪雨の頻度を
どの程度変化させたか？

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨

事例ベースアプローチ
（Event based approach）

頻度ベースアプローチ
（Frequency based approach）



～頻度ベースアプローチ～

地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？

取り組み方

１．現在の気候状態に基づいて、気候モデルを
用いて多量の計算を行う。

２．現在の気候から20世紀の温度上昇を除去
した場において、多量の計算を行う。

３．１と２を比較して、過去の温暖化がもたらす
豪雨の出現頻度の変化を調べる。

（数千年分）

★ 数を稼ぐために解像度は粗くなる。気象モデルの解像度は20km

（数千年分）
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過去実験

非温暖化実験

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨



～頻度ベースアプローチ～

地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？

[日/7月]
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回
数

7月の日降水量100mm以上の頻度（日数）

過去実験

『地球温暖化対策に資するアン
サンブル気候予測データベース
（d4PDF）』の20km領域版を利用

20km格子の気象モデル
○ 現在の気候で約3000年
○ 20世紀の温暖化成分を

除去した気候で約3000年
両者の頻度の比較

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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20世紀の温暖化
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変
化
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日本及びその周辺では

増加傾向

7月の日降水量100mm以上の頻度（差）

変化率

過去実験

非温暖化実験

｜

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨
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もともと雨の多い地域で増加
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九州東部は
不明瞭

7月の日降水量100mm以上の頻度（差）

九州西部で
顕著な増加傾向

※白斜線は統計学的に信頼性が高いところ
減少

増加

[日/7月]
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地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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九州東部は
不明瞭

7月最大日降水量(30年平均)の変化
変
化
量

増加

減少

九州西部で
顕著な増加傾向

[mm]
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～頻度ベースアプローチ～

地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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九州西部で大雨が降る時、

西から
水蒸気が流入

梅雨末期、
九州北部豪雨
のような状況

大雨になりやすい水蒸気の流れ

高気圧
の強まり
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地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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大雨になりやすい水蒸気の流れ

梅雨末期、
九州北部豪雨
のような状況

西からより多く
水蒸気が流入

九州西部で大雨が降る時、20世紀の温暖化で・・・

気温上昇に伴い水蒸気量が増加

（＋７％／＋１度）

九州西部に水蒸気が集まり

強い降水が増加

高気圧
の強まり



～頻度ベースアプローチ～

地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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？

九州東部で大雨が降る時、

大雨になりやすい水蒸気の流れ



大雨になりやすい水蒸気の流れ

～頻度ベースアプローチ～

地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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大雨が多い時
台風が多い

大雨が多い時
台風が少ない

無関係

九州東部の大雨と台風の関係

九州東部で大雨が降る時、台風と密接に関係

台風

九州東部の大雨頻度は、
台風が温暖化によって
どのような影響を受ける
かに依存して変わる。
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地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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九州東部で大雨が降る時、台風と密接に関係

20世紀の温暖化による
台風の変化は

ほとんど見られない

大雨の変化も小さい

大雨が多い時
台風が多い

大雨が多い時
台風が少ない

無関係

九州東部の大雨と台風の関係

大雨になりやすい水蒸気の流れ

台風
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地球温暖化によって豪雨頻度が変化したのか？
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九州東部で大雨が降る時、台風と密接に関係

大雨が多い時
台風が多い

大雨が多い時
台風が少ない

無関係

九州東部の大雨と台風の関係

将来、台風の数が減るが、
強い台風は増加するとい
う研究もある。

さらなる研究が待たれる

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨

20世紀の温暖化による
台風の変化は

ほとんど見られない

大雨の変化も小さい



過去の観測から、日降水量100mm以上の日数
や非常に激しい雨は増加傾向。

■ 事例ベースアプローチ

平成30年7月豪雨は、近年の気温上昇により、
6%程度降水量が増加した可能性がある。

■ 頻度ベースアプローチ

温暖化による豪雨頻度の増加には地域差があり、
特に九州西部では影響が大きい。

近年の温暖化と豪雨

2018年11月10日 25

温暖化により
雨量がかさ上げ

温暖化による
豪雨頻度が変化

地球温暖化で変わりつつある日本の豪雨



ご清聴、ありがとうございました。


